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ＩＳＭ製造業景気指数の推移

総合

新規受注 生産 雇用 在庫 入荷遅延 受注残 仕入価格 輸出受注 輸入

12/01 54.1 57.6 55.7 54.3 49.5 53.6 52.5 55.5 55.0 52.5

12/02 52.4 54.9 55.3 53.2 49.5 49.0 52.0 61.5 59.5 54.0

12/03 53.4 54.5 58.3 56.1 50.0 48.0 52.5 61.0 54.0 53.5

12/04 54.8 58.2 61.0 57.3 48.5 49.2 49.5 61.0 59.0 53.5

12/05 53.5 60.1 55.6 56.9 46.0 48.7 47.0 47.5 53.5 53.5

12/06 49.7 47.8 51.0 56.6 44.0 48.9 44.5 37.0 47.5 53.5

12/07 49.8 48.0 51.3 52.0 49.0 48.7 43.0 39.5 46.5 50.5

12/08 49.6 47.1 47.2 51.6 53.0 49.3 42.5 54.0 47.0 49.0

12/09 51.5 52.3 49.5 54.7 50.5 50.3 44.0 58.0 48.5 49.5

12/10 51.7 54.2 52.4 52.1 50.0 49.6 41.5 55.0 48.0 47.5

12/11 49.5 50.3 53.7 48.4 45.0 50.3 41.0 52.5 47.0 48.0

  （出所）ＩＳＭ：the Institute for Supply Management
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11月のＩＳＭ製造業景気指数は、49.5と前月比2.2％ポイント低下した（市場予想中

央値51.4、当社予想50.8）。また、拡大縮小の分岐点である50を３ヵ月ぶりに下回って

おり、製造業部門が縮小したことを示唆している。11月の連邦議会選挙でねじれ議会が

続くことになったことを受け「財政の崖」など米経済政策への先行き不透明感が強まっ

たほか、ハリケーン「サンディ」による災害等により、新規受注の増加幅が縮小したう

え、雇用や在庫が減少し、全体を押し下げた。総合指数への構成項目別の寄与度では、

生産（前月比＋0.3％ポイント）、入荷遅延（前月比＋0.1％ポイント）が押し上げ寄与

となった一方、在庫（前月比▲1.0％ポイント）、新規受注（前月比▲0.8％ポイント）、

雇用（前月比▲0.7％ポイント）が押し下げ寄与となり、総合指数は前月比▲2.2％ポイ

ント低下した。 

ＩＳＭ製造業景気指数は、３ヵ月ぶりに50を下回ったものの、小幅下回った程度であ

り製造業の軽微な調整を示唆している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動の拡大した業種数は、全18業種中６業種（前月８業種）と減少した一方、縮小し

た業種は11業種（前月８業種）に増加した。拡大した業種は、石油・石炭、紙製品、家

具・同関連製品、電気機器、食品・飲料・タバコ、コンピューター・電子機器。 

新規受注の拡大した業種数は７業種（前月５業種）に増加した。新規受注で拡大した

７業種（９業種が縮小）は、石油・石炭、紙製品、プラスチック・ゴム、一般機械、コ

ンピューター・電子機器、電気機器、家具・同関連製品。 

ＩＳＭ製造業景気指数ＩＳＭ製造業景気指数ＩＳＭ製造業景気指数ＩＳＭ製造業景気指数

はははは 49.549.549.549.5 と前月比と前月比と前月比と前月比 2222.2.2.2.2％％％％
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拡大した業種は拡大した業種は拡大した業種は拡大した業種は６６６６業種業種業種業種

にににに減少減少減少減少    
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生産は８業種が拡大した。生産で拡大した８業種（７業種が縮小）は、木材、電気機

器、紙製品、食品・飲料・タバコ、家具・同関連製品、その他製造業、コンピュータ

ー・電子機器、加工金属。 

（注）下線は拡大を続けた業種 

 

今後に関しては、世界経済減速や「財政の崖」の先行き不透明感の影響を受けるもの

の、米国企業が過剰な在庫や雇用を抱えていないほか、緩やかながらも持続する米国内

需要の成長などに下支えされよう。また、トレンドの変化に先行する新規受注・在庫比

率が上昇しており、ＩＳＭ製造業景気指数は製造業部門の拡大を示す水準を早期に回復

すると予想される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輸出受注ＤＩは、11月に47.0と前月比1.0％ポイント低下し、50を下回ったまま。ユ

ーロ圏、日本、韓国、台湾などの製造業部門の縮小、世界経済の減速により、今後米国

の輸出が前年比ベースで減少に転じる可能性が高い。オバマ政権による５年で輸出倍増

計画の達成に黄色信号が点灯している。 

 

輸入ＤＩは、11月に48.0と50を４ヶ月連続で下回ったうえ、前月比0.5％ポイント低

下した。また、新規受注ＤＩが50.3と50を上回ったものの、前月から3.9％ポイント低

下したことから、日本など先進国のほか、ＢＲＩＣＳ等の新興国の米国向け輸出の拡大

ペースは鈍化する可能性が高い。 

 

雇用ＤＩは、11月に48.4と前月比3.7％ポイント低下したことから、11月の製造業部

門雇用者数の減少を示している。この雇用減少の動きは一時的となる可能性が高いもの

の、米国経済や政策の先行き不透明感、価格競争の激化によるコスト削減圧力を背景に、

製造業部門での雇用の回復ペースは鈍い状況が続こう。 

 

仕入価格ＤＩは、11月に52.5と前月比2.5％ポイント低下し、川中でのインフレ圧力

の再低下を示唆している。水準も低いことから、川中でのインフレ圧力は弱いままと判

断される。 
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